
『人と地域のウェルビーイングの実現をめざして』
～つながりが紡ぐ社会教育の在り方について～

３．報 告

「みかわ未来プロジェクト～空き家の利用～」
について報告



１．みかわ未来プロジェクトの報告を受けて、委員
の皆様が「誰（ヒト）」の「どんなウェルビーイン
グ」につながっていくのか？を記載した意図や考え
をお聞かせください。

２．このプロジェクトをとおして、地域と学校が連
携することで「人と地域のウェルビーイング」につ
ながるか。地域と学校が連携することの効果は。

３．このプロジェクトを、二口事務局長が理想とす
る地域「美川を愛する心を養い、住民みんなの力で
子供たちの成長を支えられる地域」につなげるには。
今後の方向性や可能性。

４．震災等による罹災状況下で社会教育は、何がで
きる可能性があるか。悲嘆と憔悴の中でのウェル
ビーイングとは何か。

【参加された社会教育委員への質問事項】



１．みかわ未来プロジェクトの報告を受けて、委員の皆様が
「誰（ヒト）」の「どんなウェルビーイング」につながって
いくのか？を記載した意図や考えをお聞かせください。

【質 問】







相互の気遣い
配慮

つながり

自己肯定感
達成感

ポジティブな
感情

「誰の」「どんな」
ウェルビーイングにつながるか

自分の役割の
自覚・認識

地域に根ざした歴史・文化に立脚
した新たな方向性（竹上委員）

全若い世代を活かし、
地域の担い手をつくる

（宮委員）

地域住民が自分の役割
を考え、行動につなげる

（宇田委員）

地域住民とPTA関係者が利他の気
持ちをもち、地域の担い手が増える

（中黒委員）

美川小６年生が地域の良さ
を認識し、地域住民と力を
あわせて取り組める

（能木場委員）

美川小６年生が地域の歴史や人の思
いを知り、美川を愛し、誇りに思う気持
ちを育てる。自己有用感につながる
（清水委員）

プロジェクトのメンバー、美川小６年
生、家主がみんなで考えるコミュニ
ケーションの場になる（奧野委員）

親として、地域社会の担い
手として自らの役割を認識

（浅野委員）
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２．このプロジェクトをとおして、地域と学校が連携するこ
とで「人と地域のウェルビーイング」につながるか。

【質 問】

プロジェクトをきっかけに地域と学校の連携が密になり、
地域住民との交流やふれあいをとおして、児童に多様な
価値観や社会性が育まれ、次代の担い手を育てていく
効果がある。



３．このプロジェクトの今後の方向性や可能性について。

【質 問】

子供たちが地域における「意味ある他者」と出会い、共に
プロジェクトを進めていくことで、美川の町に誇りをもち、
思いやりの心をもった大人へと成長する可能性がある。
また、継続的に地域住民と子供たちが共に学び、地域の魅力
について考える機会をつくることで、住民たちが世代を超えて
活動できる街づくりに貢献できるのではないか。


